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本論文では、第 1 章で [Ru ( 2 , 2' -bipyridine) 3] (PF 6) 2 に同じ結晶構造を持つ OS2+を様々な濃度でドープし
た結晶における Ru から Os へのエネルギー移動反応を、ピコ秒の時間分解能を持つ時間相閥単一光子計数法を用い
て研究した。励起直後は様々な Ru-Os 間距離で直接エネルギー移動反応が起こるため、 Ru からの発光減衰は単一

















の性質とその化学反応が発光と過渡吸収法を用いて検討された。先ず、キャピティーダンパー付き Ti3 + : Spahhire 
レーザー (35fs， 2 MHz -10kHz) の第 2 高調波 (400nm) を励起光源とする時間相関単一光子計数法(装置応答関
数の半値全幅50ps) 装置を製作して、純粋な結晶、 [Ru (ωbpyρ)3J (σPF 6ρ) 2 (ωbpy= 2ム， 2 I 一 biゆpy打r泊i泊neω)、は希薄溶液
と同様に単一指数関数減衰を示すが、結晶同形のオスミウム (II) 錯体をドープした結晶における発光減表は複雑で
指数関数を用いて表すことが意味を持たない程であるこ.とを正確に測定された。種々のドープ量の結品について、広




オキソチタニウムフタロシアニンの薄い (200nm) 結晶を作製し、分子性励起子が0.5ps で電荷分離する過程とそれ
に続く 2 -5 ps で再結合する過程を過渡的な光吸収強度の減衰として観測した。本論文に取り上げられたこれらの
研究は十分に理学博士の学位に値する。
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